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沿
線
市
町
村
と
連
携
し
、
道
路
と
ふ

れ
あ
う
住
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

補
修
工
事
は
今
年
度
実
施
す
る
準
備

を
進
め
て
お
り
、
他
の
施
設
に
つ
い

て
は
来
年
度
予
算
要
求
に
計
上
し
て

い
る
。
ま
た
、
本
納
中
学
校
プ
ー
ル

は
地
盤
の
沈
下
や
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
、
プ
ー
ル
本
体
の
傾
き
、
機
械

室
建
物
の
損
傷
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
等

の
傷
み
が
あ
る
の
で
、
機
械
室
の
改

修
工
事
を
来
年
度
予
算
要
求
に
計
上

し
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
小
破
修
繕
等

に
よ
る
補
修
を
考
え
て
い
る
。

重
し
つ
つ
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
新
た
な
総
合
的
ル
ー
ル

を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

条
例
制
定
に
際
し
て
は
市
民
・
議

会
・
行
政
の
新
た
な
協
働
関
係
を
構

築
し
、
市
民
一
人
一
人
の
主
体
性
を

大
切
に
し
な
が
ら
市
民
の
皆
様
も
ま

ち
づ
く
り
を
担
い
、
責
任
を
負
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

他
市
の
状
況
を
見
る
と
他
の
条
例
や

規
則
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
制
度

な
ど
は
制
定
・
改
廃
時
に
自
治
基
本

条
例
と
の
整
合
性
を
図
っ
て
い
る
事

例
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
に

お
い
て
も
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
は
公
募
市
民
に
よ
る
「
考
え

る
会
」
を
立
ち
上
げ
、
ま
ち
づ
く
り

の
現
状
把
握
と
課
題
の
整
理
か
ら
始

め
、
市
民
参
加
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
理
念
を
ま
と
め
た
上
で
条
例

の
素
案
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。
対

話
集
会
の
開
催
、
制
定
に
向
け
た
協

議
等
を
行
い
、
制
定
ま
で
２
年
程
度

の
期
間
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

ち
に
見
て
・
聞
い
て
・
学
び
・
考
え

る
支
援
交
流
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
、

又
多
く
の
人
の
支
援
で
招
い
た
南
三

陸
町
の
皆
様
と
再
会
し
た
「
福
幸
支

援
交
流
会
」
も
開
催
し
た
。
本
市
で

あ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

の
備
え
に
対
す
る
学
習
の
機
会
は
。

答	

国
で
は
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

青
少
年
の
体
験
活
動
と
し
て
体
育
館

や
テ
ン
ト
で
の
宿
泊
、
野
外
炊
飯
等

非
常
時
の
生
活
を
想
定
し
た
体
験
を

す
る
機
会
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
袖
ヶ
浦
市
で
は
夏
休
み

期
間
中
５
泊
６
日
で
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
近
隣
市
か
ら
徒
歩
で
移
動
し
、
食

事
づ
く
り
か
ら
宿
泊
場
所
の
交
渉
を

全
て
子
供
た
ち
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

協
調
性
、
自
主
、
自
立
、
忍
耐
の
力

を
身
に
つ
か
せ
、
青
少
年
の
生
き
る

力
を
育
む
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
市
で
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
子
ど

も
会
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
宿

泊
研
修
や
野
外
活
動
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
後
、
災
害
に
対
す
る

備
え
を
学
習
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
に
つ
い
て
関
係
団
体
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

教
育
に
つ
い
て

加
賀
田　

隆
志　

議
員

（
公
明
党
）

問	

子
供
た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め

教
師
の
資
質
向
上
へ
の
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
。

練
馬
区
で
は
子
供
た
ち
の
生
き
る
力

を
育
む
た
め
の
要
場
所
づ
く
り
で
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
本
市
は

ど
う
か
。
ま
た
、
学
校
給
食
の
放
射

性
物
質
の
基
準
値
づ
く
り
が
指
示
さ

れ
た
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答	

学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
校
内
研
修
、

教
育
研
究
協
議
会
や
研
究
指
定
校
で

の
研
修
、
各
種
講
座
・
研
修
会
な
ど

を
通
し
て
教
師
の
教
育
力
向
上
に
努

め
て
い
る
。
特
に
授
業
研
究
に
お
い

て
個
に
応
じ
た
指
導
、
教
材
・
教
具

の
工
夫
、
ノ
ー
ト
の
ま
と
め
方
な
ど

細
か
な
と
こ
ろ
に
配
慮
し
た
指
導
に

よ
り
、
子
供
た
ち
の
思
考
力
や
表
現

力
が
身
に
つ
い
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

学
級
や
学
校
が
か
け
が
え
の
な
い
場

所
に
な
る
よ
う
学
び
合
い
、
認
め
合

う
授
業
づ
く
り
に
努
め
、
行
事
や
部

活
動
、
体
験
活
動
等
を
通
し
て
一
人

一
人
が
活
き
る
場
面
を
設
定
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
に
つ
い

て
は
放
射
性
物
質
不
検
出
の
も
の
を

購
入
し
て
い
る
が
、
今
後
も
国
・
県

の
示
す
規
制
値
を
注
視
し
、
安
全
な

食
材
調
達
に
努
め
て
い
く
。
市
場
に

流
通
し
て
い
る
食
品
は
国
の
基
準
値

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
生
活
保
護
に
つ
い
て

・
就
労
支
援
に
つ
い
て

・
ひ
と
り
親
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
交
通
安
全
に
つ
い
て

・
防
犯
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
山
武
・
長
生
・
夷
隅
広
域
医
療
圏
に
つ
い

て
・
地
域
医
療
の
再
生
に
つ
い
て

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
東
京
電
力
の一括
前
払
い
割
引
に
つ
い
て

・
コ
ン
ビ
ニ
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
房
総
沖
海
底
に
地
震
計
等
の
設
置
に
つ
い

て
・
防
災
行
政
無
線
の
広
域
化
に
つ
い
て

・
つ
く
も
苑
脇
交
差
点
の
右
折
帯
設
置
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
に
つ

い
て

・
大
津
波
想
定
訓
練
に
つ
い
て

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
訓
練
に
つ
い
て

・
乳
幼
児
心
肺
蘇
生
法
講
習
に
つ
い
て

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
貸
出
に
つ
い
て

・
被
災
地
支
援
交
流
会
に
つ
い
て

教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て

田
辺　

正
和　

議
員

（
公
明
党
）

問	

学
校
施
設
の
耐
震
診
断
の
結
果

と
補
強
が
必
要
と
さ
れ
る
施
設
や
今

後
の
詳
細
計
画
、
予
算
を
伺
い
た
い
。

併
せ
て
本
納
中
柔
剣
道
場
と
特
別
教

室
棟
の
雨
漏
り
の
補
修
工
事
実
施
の

方
法
や
予
算
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、

本
納
中
プ
ー
ル
の
現
状
と
補
修
計
画

を
伺
い
た
い
。

答	

本
年
度
実
施
し
た
耐
震
診
断
の

判
定
結
果
に
つ
い
て
は
19
棟
の
施
設

の
う
ち
、
12
月
に
判
定
が
出
る
予
定

の
４
棟
を
除
き
、
Is
値
0.3
未
満
は
３

棟
、
0.3
以
上
0.7
未
満
は
８
棟
、
耐
震

性
が
確
認
さ
れ
た
の
は
４
棟
と
な
っ

て
い
る
。
Is
値
0.3
未
満
の
施
設
に
つ

い
て
は
早
急
に
補
強
設
計
を
実
施
し
、

国
の
交
付
金
等
の
活
用
に
よ
り
工
事

を
進
め
、
0.3
以
上
0.7
未
満
の
施
設
に

つ
い
て
は
順
位
付
け
を
し
、
計
画
的

に
工
事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

本
納
中
学
校
柔
剣
道
場
の
雨
漏
り

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

三
橋　

弘
明　

議
員

（
政
友
会
）

問	

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
ル
ー
ル

と
は
何
か
。
市
民
の
権
利
と
責
務
、

行
政
・
議
会
の
役
割
の
明
確
化
は
可

能
か
。
本
条
例
が
法
体
系
の
最
上
位

と
の
事
だ
が
、
他
条
例
と
の
整
合
性

は
。
本
条
例
は
重
要
な
役
割
を
持
ち

十
分
な
議
論
が
必
要
と
思
う
が
。

答	

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
地

域
住
民
が
自
ら
考
え
、
自
ら
決
め
、

自
ら
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
自
治

基
本
条
例
で
は
こ
の
考
え
方
や
方
法

が
基
本
的
ル
ー
ル
と
な
り
、
今
ま
で

の
行
政
運
営
に
お
け
る
ル
ー
ル
を
尊

災
害
に
対
応
で
き
る
青
少
年

健
全
育
成
に
つ
い
て

山
田　

き
よ
し　

議
員

（
緑
風
会
）

問	

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
４

回
訪
れ
た
経
験
を
茂
原
の
子
ど
も
た




